
。

店
会
メ
ン
バ
ー
が
十
人
、
ラ
ン

チ
に
乗
船
し
て
海
上
か
ら
ポ
ー

ト
ァ
ィ
ラ
ン
ド
を
見
学
、
神
戸

臨
海
開
発
局
の
案
内
で
上
陸
し

て
、
広
大
な
埋
立
地
の
利
用
と

コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
の
規
模
に
つ

い
て
の
説
明
に
驚
く
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
は

商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
が
六
甲
を

背
景
に
、
関
西
の
超
高
層
ビ
ル

が
そ
び
え
て
い
る
。
商
工
貿
易

セ
ン
タ
ー
の
二
十
六
階
に
上
が

る
と
神
戸
の
街
が
一
望
で
き
、

そ
の
景
観
が
す
ば
ら
し
い
。

そ
の
後
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
で
百
店
会
総
会
を
兼
ね
て

昼
食
が
行
な
わ
れ
、
神
戸
市
臨

海
開
発
局
長
の
佐
野
雄
一
郎
氏

の
講
演
が
あ
り
、
今
視
察
し
て

き
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
並
び

商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て

の
神
戸
港
の
開
発
と
、
臨
海
地

区
、
市
街
地
区
、
山
麓
地
区
を

機
能
的
に
結
び
つ
け
て
い
る
神

戸
の
開
発
の
説
明
が
あ
り
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
る
意
義
あ
る
集

い
で
あ
っ
た
。

☆
神
戸
百
店
会

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
視
察

国
際
港
都
が
、
押
し
寄
せ
る

交
通
革
命
に
対
し
て
神
戸
の
地

形
を
い
か
し
て
建
設
中
の
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
日
々
浮
上

し
て
神
戸
大
橋
も
完
成
が
近

い
。神

戸
百
店
会
で
は
、
去
る
八

月
十
三
日
、
神
戸
商
工
貿
易
セ

ン
タ
ー
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
視
察
を
行
な
い
、
同
時
に
神

戸
百
店
会
総
会
を
開
い
た
。

当
日
、
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
に

午
前
十
時
、
盛
夏
の
中
神
戸
百

神戸百店会
だより

識
蕊
蕊
鍔
蕊
議
蕊
蕊
蕊
蕊

雑毒蕊鍛癖癖

凡

←
０
１
４
０
１
５

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
元
町
三
丁
目
神
戸
眼
鏡
院
は
十
月
十

日
の
新
装
開
店
を
目
ざ
し
て
建
築
中
。

新
店
舗
を
少
し
紹
介
す
る
と
、
外
側
は

ダ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
。
内
側
は
ア
イ
ボ
リ

ー
の
渋
い
色
調
。
一
階
は
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ウ
を
広
く
取
り
、
例
の
素
晴
し
い

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
夜
も
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
二
階
は
最
新
設
備
の
検
眼
室
。
乞

御
期
待
。

★
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
京
都
店
も

目
下
大
建
築
中
。
外
装
は
ほ
と
ん
ど
完

成
。
オ
ー
プ
ン
予
定
の
来
年
三
月
ま
で

内
装
に
残
り
期
間
を
費
す
と
い
う
も

の
。
ど
ん
な
立
派
な
も
の
か
、
楽
し
み

で
す
。

☆
大
丸
前
の
み
よ
し
や
が
、
加
月
６
日

（
月
）
有
馬
の
古
泉
閣
で
午
前
、
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
「
錦
逸
品
会
」
を
開

き
ま
す
。
一
品
一
品
充
分
に
吟
味
さ
れ

た
染
、
識
、
縫
の
秋
の
き
も
の
を
一
堂

に
集
め
て
展
示
い
た
し
ま
す
。
き
も
の

フ
ァ
ン
に
は
の
が
せ
ぬ
ニ
ュ
ー
ス
。

☆
元
町
五
丁
目
ハ
ナ
ワ
グ
リ
ル
の
お
嬢

さ
ん
・
信
子
さ
ん
（
詔
）
が
兵
庫
県
万

国
博
ホ
ス
テ
ス
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
昨

年
ミ
ス
神
戸
の
大
役
を
終
え
た
ば
か

り
。
今
度
は
、
万
博
で
神
戸
っ
子
の
意

気
を
示
そ
う
と
は
り
切
っ
て
い
ま
す
。

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
の
〃
芸
夢
″
が
、
八
月

二
十
七
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

〃
秋
冬
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
々
を

開
き
、
若
い
女
性
に
大
変
な
人
気
で
し

た
。☆

ト
ァ
ロ
ー
ド
の
〃
ク
ロ
ス
”
が
十
月

一
日
二
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
二

階
で
展
示
会
と
シ
ョ
ー
を
開
き
ま
す
。

一
日
の
シ
ョ
ー
は
、
秋
冬
の
モ
ー
ド
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
、
そ
の
後
で
即

売
会
も
か
ね
る
し
ゃ
れ
た
雰
囲
気
の
シ

ョ
ー
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ポートアイランド風景 jｆ し

寡

ブライダルショー

美
容
室
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
、
八

月
二
日
三
日
、
六
甲
山
ホ
テ
ル

で
「
秋
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ
ー

と
新
作
御
婚
礼
衣
裳
展
」
を
開

い
た
。
涼
し
い
六
甲
山
へ
集
ま

っ
た
招
待
客
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
と
お
茶
に
舌
つ
づ
み
を
う
ち

な
が
ら
、
花
嫁
の
打
掛
け
姿
、

お
色
直
し
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ス

タ
イ
ル
な
ど
三
人
の
お
嬢
さ
ん

が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
の
フ
ロ
ワ

ー
シ
ョ
ー
。
畑
尾
芙
久
子
さ
ん

の
今
秋
の
花
嫁
衣
裳
の
お
話
の

後
、
資
生
堂
の
ポ
ス
タ
ー
と
歌

手
と
し
て
お
な
じ
み
の
団
次
郎

さ
ん
が
花
ム
コ
姿
で
、
ま
た
花

ヨ
メ
姿
の
歌
手
の
小
宮
恵
子
さ

ん
と
一
緒
に
腕
を
く
ん
で
あ
ら

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
歌
っ
て
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ

ー
の
新
趣
好
を
み
せ
た
も
の
。

チ
ョ
ッ
ト
風
変
り
な
ア
イ
デ
ア

に
招
待
客
は
大
喜
び
だ
っ
た
。

☆
美
容
室
エ
リ
ザ
ベ
ス
が

秋
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ
ー

’
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蝉
簿
鎧
騨
呼
‐
，
窪
需

ハチ君

☆
東
京
・
大
阪
進
出
盛
ん
な

神
戸
の
専
門
店

ま
た
今
年
も
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
、
神
戸
の
専
門
店
の
東
京

大
阪
進
出
が
激
し
い
。
東
京
の

赤
坂
目
附
に
九
月
十
三
日
に
オ

ー
プ
ン
す
る
東
急
系
の
ホ
テ
ル

・
ア
カ
サ
カ
・
プ
ラ
ザ
に
、
花

隈
の
「
古
紋
」
が
、
四
十
坪
の

料
理
店
を
開
く
。
こ
こ
は
「
松

の
家
」
を
経
営
す
る
鵜
殿
礼
栄

さ
ん
の
二
世
、
曜
冨
子
さ
ん
が

活
躍
す
る
。
京
都
の
「
吉
兆
」

仕
込
み
の
腕
で
料
理
を
う
け
も

つ
弟
の
情
二
郎
さ
ん
。
関
西
料

理
で
、
江
戸
っ
子
の
舌
を
ま
い

て
み
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

何
に
し
て
も
、
花
隈
ヤ
ン
グ
パ

ワ
ー
の
意
気
を
み
せ
て
ほ
し
い

も
の
。さ

て
十
一
月
一
日
に
は
、
東

京
の
元
丸
物
で
、
新
し
く
誕
生

す
る
西
武
百
貨
店
に
、
神
戸
の

レ
デ
イ
ス
の
専
門
店
が
九
店
オ

ー
プ
ン
。
大
丸
前
の
靴
の
「
ョ

シ
オ
カ
」
舶
来
雑
貨
の
「
カ
セ

ッ
ト
」
ト
ア
ロ
ー
ド
の
下
着
と

ハ
ン
カ
チ
の
店
「
ス
ギ
ヤ
」
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

「
芸
夢
」
セ
ン
タ
ー
街
の
服
飾

鶴
蕊
溌
蕊
錨
憩
驚
認
蕪
謹

ｊ
Ｌ

，
襲
駕
造
弾
浄
粍
一
彊
調
・
坐
●
蕊
唖
舘
鱒
諺
鰐
溌
蝿
齢
騨
湧
韓
承
韓
蝋
繋
鈴
・
婦
踊
圏
鍛
謬
鑑
詫
函
霊
罫
蒋
軽
撰
篭
談
瞬
瞳
迩
鎚
牽
睡
騨

店
「
セ
リ
ザ
ワ
」
バ
ッ
グ
の
「

美
登
里
屋
」
傘
の
「
あ
か
し
屋
」

元
町
の
服
飾
店
「
マ
ス
ャ
」
が

出
そ
ろ
う
。
ハ
イ
セ
ン
ス
を
東

京
フ
ァ
ン
に
見
込
ま
れ
て
の
出

店
。
ま
す
ま
す
人
気
が
上
昇
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。

大
阪
は
一
カ
月
遅
く
十
二
月

一
日
に
、
阪
急
の
地
下
街
に
、

「
ス
ギ
ヤ
」
「
セ
リ
ザ
ワ
」
「
ベ

ニ
ヤ
」
「
三
宮
時
計
店
」
「
フ

ァ
ミ
リ
ア
」
「
竹
葉
亭
」
な
ど

が
進
出
す
る
が
、
こ
こ
は
万
博

を
め
ざ
し
て
急
上
昇
す
る
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
人
口
を
目
標
に
、

全
国
か
ら
大
阪
に
集
ま
る
客
を

ね
ら
う
こ
と
に
な
る
。
い
づ
れ

に
し
ろ
、
神
戸
の
専
門
店
の
進

出
に
は
、
神
戸
ら
し
い
ユ
ニ
ー

ク
さ
を
充
分
に
発
揮
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。

☆
世
界
に
フ
ァ
ン
を
持
つ

神
戸
の
ネ
コ
ロ
ジ
ス
ト

玄
関
の
飾
り
物
、
額
、
ハ
ガ

キ
、
そ
し
て
運
ば
れ
て
き
た
カ

ル
ピ
ス
の
バ
ー
ス
プ
ー
ン
ま
で

ネ
コ
の
模
様
と
い
う
、
徹
底
し

た
ネ
コ
ロ
ジ
ス
ト
。

こ
の
人
は
大
阪
淀
中
学
校
の

英
語
教
諭
、
福
田
忠
次
（
団
）

哩
鯛
鈍
鎧
禿
窺
鞠
翻
鎚
．
釣

篭

口
精
神
薄
弱
児
街
頭
対
話
会
開
か
る

「
精
神
薄
弱
問
題
啓
蒙
図
書
』
が
９
月

精
薄
月
間
中
に
発
行
さ
れ
る
の
を
記
念

し
て
、
街
頭
対
話
会
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
対
話
集
会
は
〃
精
神
薄
弱
問
題

を
社
会
の
人
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
“
こ
と
を
目
標
に
開
か
れ
る
も
の
で

す
。・

日
時
９
月
犯
日
（
日
）

午
後
１
時
よ
り

・
と
こ
ろ
元
町
東
入
口
、
明
舞
団
地

松
ケ
丘
セ
ン
タ
ー
の
２
ヶ
所

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●

「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」
へ
の

献
金
の
方
法
は
、
一
○
○
円
を
住
所
氏

名
生
年
月
日
を
書
き
添
え
て
事
務
局
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
Ⅱ
神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
二

の
五
青
陽
養
護
学
校
内

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
事
務
局

電
話
⑳
一
五
五
九

先
生
。
（
灘
区
大
和
町
二
丁
目
一

の
二
五
で
ん
わ
側
二
九
六
七
）

ネ
コ
好
き
と
い
わ
れ
る
人
は

ど
こ
に
も
い
る
。
が
、
こ
の
福

田
先
生
、
た
だ
好
き
だ
け
で
は

な
い
。
四
年
も
前
か
ら
ユ
ニ
ー

ク
な
編
集
と
カ
ッ
ト
の
面
白
い

「
ネ
コ
通
信
」
を
毎
月
自
費
出

版
、
全
国
の
ネ
コ
フ
ァ
ン
に
送

り
つ
づ
け
て
記
号
。
「
猫
の
科

学
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
設
け
て

ね
こ
の
目
は
な
ぜ
光
る
か
、
ね

こ
の
食
物
等
、
科
学
的
な
ネ
コ

研
究
の
学
徒
で
あ
る
。

職
業
柄
、
外
国
誌
ま
で
に
手

を
伸
ば
し
、
あ
ち
ら
の
ネ
コ
雑

誌
を
訳
し
て
日
本
の
ネ
コ
愛
好

者
に
紹
介
し
喜
ば
れ
て
い
る
。

Ｅ
・
Ｈ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩

を
訳
し
た
「
ふ
ざ
け
猫
」
を
は

じ
め
「
猫
は
猫
づ
れ
」
「
猫
礼

賛
」
の
著
書
三
冊
が
あ
る
。

庭
に
は
畳
二
枚
程
も
あ
る
猫

舎
が
あ
り
、
五
匹
の
ネ
コ
た
ち

が
悠
々
と
生
活
し
て
い
る
。
ネ

コ
取
り
と
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
と
は
い
え
、
何
と
も
結
構

な
ネ
コ
君
た
ち
だ
。

「
可
愛
い
い
で
し
ょ
う
。
賢

い
動
物
で
す
よ
。
で
も
動
物
を

飼
う
こ
と
は
責
任
の
い
る
こ
と

で
す
。
心
を
こ
め
て
育
て
あ
げ

る
こ
と
で
す
か
ら
ね
」
と
、
話

す
福
田
先
生
の
写
真
を
一
枚
乞

う
と
、
う
ち
の
ハ
ン
サ
ム
な
ハ

チ
君
を
ぜ
ひ
の
せ
て
や
っ
て
く

れ
と
頂
い
た
の
が
右
の
写
真
。

な
お
、
ネ
コ
ロ
ジ
ア
は
福
田
先

生
の
新
造
語
。

誕
生
日

あ
り
が
と
一

運
動

ロ

竜

「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」
と
は
百

名
中
三
’
四
名
は
必
ら
ず
生
ま
れ
て
い

る
と
い
う
精
神
薄
弱
児
（
ち
え
お
く
れ

の
子
た
ち
）
に
砂
正
し
い
理
解
と
愛
情

を
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
は
じ
ま
っ
た
運
動

で
、
誕
生
日
に
百
円
献
金
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
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画

’
1１１

☆
御
用
と
お
急
ぎ
の
無
い
方
は

八
土
曜
劇
場
Ｖ
へ

こ
の
神
戸
に
も
、
一
年
中
、

芝
居
が
見
ら
れ
る
八
土
曜
劇

場
Ｖ
が
誕
生
し
、
今
月
で
は
や

三
カ
月
目
を
迎
え
た
。

こ
の
八
土
曜
劇
場
Ｖ
は
、
毎

土
曜
日
夜
六
時
三
十
分
、
葺
合

公
会
堂
で
開
か
れ
て
い
る
。
第

一
回
の
七
月
は
劇
団
六
甲
第
二

回
八
月
は
神
戸
自
由
劇
場
、
そ

し
て
今
月
第
三
回
公
演
は
、
神

戸
の
道
化
座
。

出
し
物
は
、
大
海
原
の
真
中

に
放
り
出
さ
れ
た
三
人
の
男
が

飢
餓
の
末
、
仲
間
を
食
べ
よ
う

と
す
る
恐
し
い
人
喰
い
の
話
、

を
コ
ミ
カ
ル
な
タ
ッ
チ
で
演
じ

る
「
大
海
原
で
」
。
も
う
一
本

は
、
他
人
の
夢
と
自
分
の
夢
の

区
別
が
つ
か
な
く
な
る
と
い
う

「
魅
惑
の
夜
」
。

出
演
は
阿
木
五
郎
、
須
永
克

彦
、
野
上
哲
也
、
ほ
か
道
化
座

宮
員
Ｏな

お
、
十
年
ぶ
り
に
森
秀
人

が
、
そ
し
て
細
江
田
寛
が
協
力

出
演
す
る
の
が
楽
し
み
だ
。

上
演
は
、
勺
九
月
六
、
十
三
、

二
十
、
二
十
七
日
の
各
土
曜
日

入
場
券
三
百
円
。

☆
神
戸
力
Ｉ
ニ
バ
ル
陰
の
功
労

者
Ｆ
・
カ
ル
ド
ナ
ブ
ラ
ジ
ル
領

事
東
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
へ
栄
転

神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
の
陰
の
功

労
者
、
神
戸
ブ
ラ
ジ
ル
総
領
事

館
の
Ｆ
・
カ
ル
ド
ナ
領
事
が
、

八
月
十
五
日
東
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ

ン
領
事
館
へ
転
任
さ
れ
た
。

神
戸
に
四
年
間
在
留
さ
れ
た

カ
ル
ド
ナ
領
事
は
〃
行
動
の
人
″

･や

と
い
っ
て
も
過
言
で
な
く
、
陽

気
に
、
気
さ
く
に
、
神
戸
っ
子

の
中
に
夫
人
共
々
と
け
込
ん

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ー
ニ
バ
ル

パ
ー
テ
ィ
や
神
戸
カ
ー
ー
ー
パ
ル

に
お
い
て
神
戸
っ
子
の
常
に
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
的
存
在
で
活
躍

さ
れ
た
。

ま
た
、
忙
し
い
日
程
を
さ
い

て
神
戸
外
大
、
大
阪
外
大
な
ど

に
出
講
。
寸
時
を
惜
し
ん
で
の

日
本
へ
の
傾
倒
ぶ
り
と
、
ま
た

腰
の
軽
さ
は
、
み
な
ら
う
べ
き

点
が
多
々
あ
る
。
万
博
の
仕
事

に
名
ご
り
を
惜
し
み
つ
つ
、
伊

丹
か
ら
夫
妻
は
飛
立
っ
た
。
カ

ル
ド
ナ
領
事
夫
妻
、
神
戸
っ
子

の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
オ
ブ
リ

ガ
ル
ド
″
．

な
感
じ
の
上
田
ひ
ろ
み
さ
ん
と

と
い
う
お
嬢
さ
ん
が
運
ん
で
く

れ
る
。
一
年
余
り
休
ん
で
い
た

こ
の
店
も
三
月
か
ら
ま
た
こ
の

お
嬢
さ
ん
が
一
人
で
開
店
。
近

く
の
大
丸
の
Ｂ
Ｇ
や
参
拝
客
が

ぼ
つ
ぼ
つ
利
用
し
て
い
る
。
こ

こ
の
あ
ま
酒
は
、
三
宮
神
社
が

祭
り
に
ふ
る
ま
う
あ
ま
酒
を
、

毎
日
参
拝
す
る
人
達
に
も
と
店

を
出
し
て
い
る
も
の
。
麹
か
ら

造
る
あ
ま
酒
な
の
で
隠
れ
た
フ

ァ
ン
が
い
る
Ｃ
だ
か
ら
あ
ま
酒

の
代
金
は
初
穂
料
と
い
う
わ
け

だ
。
午
前
十
前
半
Ｉ
午
後
七
時

迄
。
都
会
の
中
の
田
舎
を
み
つ

け
て
一
息
を
つ
く
と
心
よ
い
。

商
売
上
手
な
生
田
神
社
と
こ
れ

ま
た
対
象
的
に
素
朴
。

☆
ド
イ
ツ
の
一
流
テ
ー
ラ
ー

技
術
者
実
地
講
習
会

神
戸
は
紳
士
服
の
レ
ベ
ル
が

高
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が

七
月
十
日
・
十
一
日
県
民
会
館

で
、
ド
イ
ツ
一
流
の
テ
ー
ラ
ー

「
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
」
か
ら
、
Ｗ

・
フ
リ
ン
ゲ
リ
ー
剛
Ｈ
・
ウ
ェ

ー
バ
剛
氏
の
技
術
者
を
、
全
服

連
が
招
き
、
実
地
講
習
会
が
神

戸
で
初
め
て
開
か
れ
、
三
五
○

☆
あ
ま
酒
進
上

市
電
三
宮
神
社
前
で
降
り
る

と
、
三
宮
神
社
の
北
入
口
に
、

小
さ
な
の
れ
ん
と
お
た
ふ
ぐ
を

か
か
げ
た
「
あ
ま
酒
の
家
」
が

あ
る
。
四
畳
半
の
可
愛
い
い
店

内
に
は
床
凡
に
カ
ス
リ
の
座
蒲

団
ｃ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
あ
ま
酒

（
六
○
円
氷
あ
ま
酒
も
夏
に
は

あ
る
）
薄
茶
は
、
二
つ
茶
屋
の

和
菓
子
が
つ
い
て
百
円
。
清
楚

ア
ポ
ロ
イ
レ
プ
ン
が
無
事
帰
っ
て
き

た
。
地
球
か
ら
月
ま
で
は
約
三
十
八
万

キ
ロ
あ
る
。
途
方
も
な
い
長
い
距
離
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
最
近
の
自
動
車

は
、
こ
れ
く
ら
い
の
距
離
な
ら
簡
単
に

走
っ
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
は
通
常
三
年

ぐ
ら
い
使
っ
て
新
車
に
取
り
か
え
て
い

る
が
。
三
年
間
で
だ
い
た
い
三
十
七
・

八
万
キ
ロ
走
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
間
、
エ
ン
ジ
ン
の
分
解
整
備
（
オ

ー
バ
ー
ホ
ー
ル
）
は
全
然
し
な
い
し
、

車
体
も
大
き
な
修
理
は
し
て
い
な
い
。

タ
ク
シ
ー
あ
が
り
の
中
古
車
で
、
ス

ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
が
四
万
キ
ロ
と
い
う

の
は
、
た
い
て
い
三
十
何
万
キ
ロ
と
み

て
よ
い
。
ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
の
積
算

距
離
計
は
十
万
キ
ロ
で
ゼ
ロ
に
戻
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

四
十
万
キ
ロ
も
走
っ
て
心
配
の
な
い

車
を
、
マ
イ
カ
ー
族
が
三
万
キ
ロ
や
五

万
キ
ロ
で
代
替
す
る
の
は
、
非
常
に
も

っ
た
い
な
い
気
が
す
る
。
と
こ
ろ
が
最

近
の
車
は
、
走
行
距
離
よ
り
も
、
年
月

の
方
が
問
題
に
な
る
。
極
端
に
い
え
ば

月
を
往
復
す
る
八
十
万
キ
ロ
を
三
年
間

以
内
に
走
っ
て
も
消
耗
部
品
以
外
故
障

は
起
き
な
い
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
に
反

し
て
、
一
年
間
に
五
千
キ
ロ
ぐ
ら
い
走

る
マ
イ
カ
ー
は
、
五
年
間
で
二
万
五
千

キ
ロ
ぐ
ら
い
し
か
走
ら
な
い
が
。
こ
の

五
年
と
い
う
年
月
は
、
車
の
あ
ら
ゆ
る

部
品
を
弱
め
て
し
ま
う
。
走
行
距
離
に

関
係
な
く
四
、
五
年
と
い
う
よ
う
に
思

っ
て
お
け
ば
間
違
い
が
な
い
。

F ・カルドナ夫妻（左端）

ｐ

瞳

｢ あま酒の家」

☆
ド
ラ
イ
バ
ー

メ
モ

車
の
寿
命

川
口
陽
之

（
自
動
車
評
論
家
）
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－
の
特
色
で
し
ょ
う
ね
。
神
戸

も
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
い
所
な

の
で
ま
あ
良
い
面
を
た
っ
ぷ
り

吸
収
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
余

裕
マ
ン
マ
ン
。

☆
安
水
稔
和
作
放
送
劇

「
葛
城
山
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｆ
Ｍ
で
放
送

「
ニ
ッ
ポ
ー
ー
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
」

な
ど
の
放
送
劇
で
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
を
発
表
し
て
い
る
詩
人
の

安
水
稔
和
氏
が
、
七
月
二
十
六

日
午
後
十
時
十
五
分
か
ら
、
柿

本
人
磨
呂
を
テ
ー
マ
に
放
送

劇
」
葛
城
山
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｆ
Ｍ

放
送
で
演
じ
ら
れ
た
。
主
役
の

人
磨
呂
に
は
、
芥
川
比
呂
志
、

朗
読
毛
利
菊
枝
演
出
斉
明
寺

似
玖
子
。

☆
市
民
の
学
校
の
成
果
を
問
う

「
文
学
塑
壕
」
発
刊

神
戸
市
民
同
友
会
の
主
催
す

る
市
民
の
学
校
は
、
今
年
で
満

凸

⑤

２

超
特
急
を
新
神
戸
駅
に
停
車
さ
な
い
で
い
っ
た
い
何
処
の
駅
に

せ
る
こ
と
は
運
転
計
画
上
の
間
と
め
よ
う
と
い
う
の
か
お
よ
そ

題
で
あ
る
と
し
て
白
紙
の
立
場
国
鉄
当
局
が
図
面
で
も
見
て
ア

を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
レ
コ
レ
考
え
る
の
で
あ
ら
う
が

あ
る
。
冗
談
で
は
な
い
、
日
本
最
大
の

神
戸
商
工
会
議
所
が
ス
ク
ラ
港
湾
都
市
に
と
ま
ら
な
い
超
特

ム
を
組
ん
で
超
特
急
を
停
車
さ
急
な
ぞ
噴
飯
も
の
で
あ
る
。

せ
る
た
め
猛
運
動
を
展
開
す
る
し
か
し
、
こ
ん
な
大
変
な
こ

と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
を
市
民
が
十
分
知
っ
て
い
な

は
大
賛
成
、
山
陽
新
幹
線
の
新
い
こ
と
自
体
が
お
か
し
な
話
。

し
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
て
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
考
え
れ

超
特
急
「
ひ
か
り
号
」
が
停
ま
ば
、
こ
ん
な
運
動
こ
そ
市
、
商

ら
な
い
と
い
う
の
で
は
ま
っ
た
工
会
議
所
は
も
ち
ろ
ん
経
済
人

く
画
竜
点
晴
を
欠
く
と
と
お
び
も
文
化
人
も
あ
げ
て
頑
張
ら
ね

た
だ
し
い
。
ば
、
神
戸
の
明
日
が
な
い
。

超
特
急
を
神
戸
に
停
車
さ
せ
（
Ｋ
）

計

勺

名
（
内
市
内
一
五
○
名
）
が
参

加
し
た
。
熱
心
に
見
守
る
技
術

者
の
中
で
、
採
寸
、
裁
断
、
裁

縫
ま
で
モ
デ
ル
を
使
っ
て
二
人

は
手
際
よ
く
付
上
げ
て
ゆ
く
。

主
催
者
竹
田
氏
は
「
日
本
の
テ

ー
ラ
ー
と
比
較
で
き
る
こ
と
と

技
術
導
入
も
で
き
ま
す
や
は
り

速
度
の
合
理
性
は
見
習
う
べ
き

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
五
時

間
は
違
う
。
男
性
的
な
面
と

身
体
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
デ
ザ
イ

ン
、
こ
れ
が
ド
イ
ツ
・
テ
ー
ラ

超
特
急
『
ひ
か
り
号
』

を
停
車
さ
せ
よ
う
／

８
月
９
日
（
土
）
の
神
戸
新

聞
の
市
民
版
で
、
新
幹
線
に
超

特
急
「
ひ
か
り
号
」
を
停
車
さ

せ
る
運
動
を
市
民
ぐ
る
み
で
推

進
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
記
事

が
あ
っ
た
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
国
鉄
側
は

花 時

存

☆
コ
ウ
ベ

ム
ー
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」

ト
ル
ス
ト
イ
と
並
ぶ
ロ
シ
ア
の
二
大

文
｛
象
で
も
あ
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は

「
罪
と
罰
」
や
「
白
痴
」
で
我
国
に
も

多
く
の
愛
読
者
を
集
め
て
い
る
。

彼
の
最
高
傑
作
と
言
わ
れ
る
の
が
愛

と
真
実
の
小
説
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄

弟
」
で
「
神
曲
」
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
と

と
も
に
世
界
文
学
の
三
大
傑
作
で
あ
る

こ
の
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」
は

「
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ー
ー
ナ
」
「
戦
争
と

平
和
」
を
上
回
る
文
学
作
品
の
も
っ
と

も
完
壁
な
映
画
化
と
さ
え
言
わ
れ
、
製

作
日
数
二
年
間
で
あ
る
。

監
督
と
脚
色
は
「
シ
ベ
リ
ア
物
語
」

「
白
痴
」
で
知
ら
れ
る
名
匠
イ
ワ
ン
・

ブ
イ
リ
エ
フ
。
撮
影
は
セ
ル
ゲ
イ
・
ウ

ロ
ン
ス
キ
ー
、
音
楽
は
イ
サ
ア
ク
・
シ

ュ
ワ
ル
ツ
・

出
演
は
レ
ー
ニ
ン
賞
受
賞
者
で
プ
イ

リ
エ
フ
監
督
の
死
後
、
演
出
を
担
当
し

た
名
優
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ウ
リ
ャ
ー
ノ
フ

を
は
じ
め
、
マ
ル
ク
・
プ
ル
ー
ド
キ
ン

キ
リ
ー
ル
・
ラ
プ
ロ
フ
、
女
優
で
は
プ

イ
リ
エ
フ
夫
人
リ
オ
ネ
ラ
・
プ
イ
リ
エ

フ
、
来
日
し
た
モ
ス
ク
ワ
芸
術
座
の
ス

●
ヘ
ト
ラ
ー
ナ
・
コ
ル
コ
ー
シ
コ
な
ど
、

い
ず
れ
も
一
流
の
ソ
連
映
画
、
演
劇
界

の
名
優
で
あ
る
。
（
３
時
間
釦
分
）

九
月
中
旬
迄
、
新
聞
会
館
大
劇
場
に
て

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
。

●
毎
月
応
募
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
抽
選
で

十
名
様
を
試
写
会
に
ご
招
待
し
ま
す
。

四
年
目
、
い
ま
で
は
、
市
民
の

学
校
の
文
学
を
軸
と
す
る
グ
ル

ー
プ
が
次
々
と
機
関
誌
活
動
で

創
造
に
励
ん
で
い
る
。

個
人
が
考
え
て
い
る
こ
と
を

自
由
に
発
表
で
き
る
場
を
提
供

し
て
い
る
市
民
の
学
校
は
、
こ

の
四
年
を
期
し
て
、
そ
の
名
も

勇
ま
し
い
「
文
学
蓮
壕
」
を
九

月
二
十
五
日
よ
り
発
刊
す
る
。

市
民
の
学
校
受
講
者
の
み
な

ら
ず
、
一
般
か
ら
も
小
説
、
詩

評
論
の
三
部
門
に
わ
た
っ
て
作

品
を
募
り
、
新
人
の
起
爆
剤
た

ら
ん
と
す
る
意
気
ご
み
で
あ
る

創
刊
号
は
ゼ
ロ
号
と
し
、
続

け
る
か
ど
う
か
は
ゼ
ロ
号
次
第

と
い
う
か
ら
、
続
け
る
こ
と
に

意
義
を
見
出
す
当
今
の
同
人
誌

に
比
べ
て
異
色
で
あ
る
。

Ａ
５
版
・
帥
Ｐ
、
六
○
○
冊
、

一
五
○
円
連
絡
先
／
文
学
蓮

壕
編
集
部
（
羽
・
４
３
０
６
）
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1１３

■

〃" Ｂ小万

ＣＬＵＢ小万が８月１８日より束
門筋の中島ビル３階で新装開
店いたしました｡ 何辛よろしく。

神戸

ＴＥＬ

生田区中山手｜丁目８５
中島ビル３階
3 ９－０６３８３９－４３８６

リンゴ酢と蜂蜜で
腕をふるった
新しい､ 味〃

神戸三宮生田ノ社ノ西
－

鋪 公 手又
電話・三の宮⑬０９３５

■
１１

を

グ
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ぼ
く
た
ち
は
「
悪
童
」
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
善
童
」
で
も
な
か
っ
た
。 １

１１４

１

》 蕊

己

前
号
ま
で
父
は
二
六
新
報
と
い
う
新
聞
の
同
人
で
あ
っ
た
が
、
ぼ
く
の
生
後

四
カ
月
で
急
死
。
母
は
実
家
に
帰
り
、
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
る
。
小
学
一
年
生

の
と
き
、
祖
母
も
死
に
、
祖
父
に
つ
れ
ら
れ
て
故
郷
長
崎
に
引
き
あ
げ
た
が
、

そ
の
祖
父
も
急
死
し
、
孤
児
と
な
る
。
親
戚
の
寺
や
染
物
屋
で
養
わ
れ
て
い
た

が
、
急
に
神
戸
の
母
の
実
家
へ
引
き
取
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
諏
訪
山
小
学
校
へ
通

う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
級
の
ト
オ
ル
さ
ん
と
友
達
に
な
り
、
絵
を
描
い
た
り
、

タ
ル
マ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て
、
毎
日
毎
日
遊
ん
だ
。
中
で
も
生
田
神
社
の
森
や

お
ま
つ
り
は
僕
達
の
好
奇
心
を
あ
お
り
た
て
た
。
ま
た
、
阪
妻
に
魅
せ
ら
れ
て

場
末
の
映
画
館
を
ま
わ
っ
た
り
、
覆
面
遊
び
を
し
た
り
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ぼ
く
達
の
旺
盛
な
好
奇
心
は
、
遊
び
や
遊
び
仲
間
を
通

し
て
日
毎
に
季
節
毎
に
新
し
い
経
験
と
知
識
を
与
え
て
く
れ
る
。

撰弔黒唖< と｡ ［

可

足
立
巻
一

え
・
津
高
和
一

陸

投
郷

ベ
ッ
タ
ン
や
玉
入
れ
や
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
や
野
球
や
魚
釣
り
よ
り

も
、
ず
っ
と
お
も
し
ろ
い
も
の
が
こ
の
世
に
あ
る
の
を
知
っ
た
の

は
四
年
生
の
と
き
だ
。

投
書
で
あ
る
。

『
四
年
生
』
と
い
う
雑
誌
が
あ
り
、
う
し
ろ
の
ほ
う
に
読
者
の
図

画
や
短
歌
や
俳
句
や
小
品
文
を
募
集
し
て
、
入
選
作
品
が
の
っ
て

い
る
。
ぼ
く
は
ポ
プ
ラ
の
木
の
そ
ば
に
レ
ン
ガ
造
り
の
小
屋
を
ク

レ
オ
ン
で
か
き
な
ぐ
り
、
な
ん
と
い
う
つ
も
り
は
な
し
に
送
っ
て

み
た
。
す
る
と
、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
は
翌
々
月
に
は
「
入
選
」

と
な
っ
て
、
タ
テ
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
い
な
が
ら
写
真
に
な
っ

て
出
て
い
る
。
自
分
の
ク
レ
オ
ン
画
が
黒
白
の
写
真
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
、
ふ
し
ぎ
に
思
わ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
す
ぐ

鯉

訂
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車

横
に
自
分
の
住
所
と
名
と
が
活
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
が

驚
異
で
あ
っ
た
。
自
分
が
突
然
に
何
か
大
き
な
も
の
に
変
身
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
た
。

ぼ
く
は
そ
の
雑
誌
を
つ
か
ん
で
、
さ
っ
そ
く
家
の
裏
の
ト
オ
ル

さ
ん
に
見
せ
に
い
っ
た
。

ト
オ
ル
さ
ん
は
「
な
ん
や
ね
ん
？
」
と
い
っ
て
、
二
重
ま
ぶ
た

の
大
き
な
目
を
ぼ
く
の
写
真
に
な
っ
た
図
画
に
近
づ
け
た
が
、
そ

れ
ほ
ど
感
心
し
た
よ
う
す
で
も
な
か
っ
た
。
ぼ
く
は
い
く
ら
か
拍

子
ぬ
け
が
し
た
。
と
と
も
に
、
こ
れ
は
ひ
と
り
で
こ
っ
そ
り
楽
し

む
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
、
と
無
意
識
の
う
ち
に
考
え
た
よ
う
で

あ
る
。
た
し
か
に
、
投
書
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
ひ
と
り
だ
け
の
秘

密
の
愉
楽
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
ぼ
く
は
図
画
だ
け
で
な
く
、
短
歌

で
も
俳
句
で
も
小
品
文
で
も
冠
句
で
も
も
の
は
付
で
も
、
か
た
っ

ぱ
し
か
ら
投
書
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
も
の
は
付
」
と
い
う
の

は
題
が
出
さ
れ
て
、
そ
れ
に
コ
ト
バ
を
つ
け
る
も
の
だ
。
た
と
え

ば
「
長
い
も
の
は
」
の
題
に
は
「
天
か
ら
ふ
ん
ど
し
」
、
「
待
っ

て
い
た
」
の
題
に
は
「
電
車
を
見
れ
ば
満
員
だ
」
と
い
う
他
愛
な

い
コ
ト
バ
を
つ
け
る
の
だ
が
、
そ
の
他
愛
な
い
も
の
が
入
選
し
て

活
字
に
な
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
こ
ど
も
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
『
少
年
倶
楽
部
』
と

『
日
本
少
年
』
と
が
一
番
人
気
が
あ
り
、
ほ
か
に
『
飛
行
少
年
』

『
武
侠
世
界
』
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
ぼ
く
は
『
美

談
』
と
『
不
思
議
の
国
』
と
を
愛
読
し
た
。
と
い
う
の
は
、
手
帳

に
そ
の
こ
ろ
の
雑
誌
の
投
稿
規
定
を
は
り
つ
け
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
投

稿
し
た
の
だ
が
、
『
少
年
倶
楽
部
』
や
『
日
本
少
年
』
は
い
つ
も

新
し
い
雑
誌
が
売
り
出
さ
れ
る
日
も
宙
に
お
ぼ
え
て
い
て
、
学

校
か
ら
の
帰
り
に
本
屋
で
立
ち
読
み
し
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
伯

母
に
ね
だ
っ
て
買
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
投
稿
を
く
り
か
え
す

の
だ
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
神
戸
新
聞
か
ら
週
刊
の
『
コ
ド
モ
神
戸

没
で
、
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
『
美
談

欄
が
多
く
、
毎
月
の
よ
う
に
何
か
が

『
美
談
』
で
は
入
選
す
る
と
、
付
録

の
冊
子
を
賞
品
と
し
て
送
っ
て
き
た
。 』

『
不
思
議
の
国
』
は
投
稿

掲
載
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

の
『
金
の
篭
』
と
い
う
小
形

、

新
聞
』
が
出
て
お
り
、
こ
れ
を
読
ん
で
は
そ
れ
に
も
投
稿
し
た
。

そ
れ
が
ぼ
く
の
最
大
の
た
の
し
み
と
な
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
駄
菓
子
屋
で
は
ア
テ
モ
ン
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

一
銭
出
せ
ば
四
角
い
小
さ
な
紙
ぎ
れ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
紙
ぎ

れ
を
は
が
す
と
等
別
が
あ
ら
わ
れ
る
。
た
い
て
い
は
ス
カ
で
あ
る

が
、
と
き
に
は
一
等
や
二
等
を
も
さ
ぐ
り
あ
て
た
。
一
等
だ
と
大

き
な
タ
イ
の
砂
糖
菓
子
だ
。
投
稿
に
も
そ
の
ア
テ
モ
ノ
の
よ
う
な

お
も
し
ろ
さ
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
自
己
を
投
郷
す
る
よ
う

な
愉
楽
が
あ
っ
た
。
自
分
自
分
で
投
げ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
入
選

し
て
名
前
が
活
字
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
存
在
を
確
か

め
、
誇
示
す
る
行
為
で
あ
っ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
同
時
に
、
そ

れ
は
肉
親
を
持
た
な
い
少
年
の
孤
独
を
ひ
そ
か
に
い
や
す
営
み
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
だ
、
そ
ん
な
自
覚
は
生
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
。

そ
の
う
ち
、
『
少
年
文
壇
』
と
い
う
名
古
屋
か
ら
発
行
さ
れ
て

い
た
少
年
対
象
の
投
書
雑
誌
を
知
っ
て
、
投
稿
を
つ
づ
け
た
。
月

刊
四
十
ペ
ー
ジ
た
ら
ず
の
う
す
っ
ぺ
ら
な
冊
子
で
あ
っ
た
が
、
ほ

と
ん
ど
全
ペ
ー
ジ
が
少
年
の
投
稿
で
埋
ず
め
ら
れ
て
い
た
。
冠
句

や
川
柳
や
も
の
は
付
の
類
は
な
く
、
作
文
と
自
由
詩
と
が
中
心
で

あ
っ
た
。
編
集
発
行
者
は
原
田
謙
次
と
い
う
人
で
、
一
度
そ
の
と

び
ら
に
写
真
が
出
た
こ
と
が
あ
る
。
庭
の
長
椅
子
に
寝
そ
べ
っ
た

ポ
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
思
う
。
長
い
髪
を
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
し
、
片

手
で
何
か
の
本
を
ひ
ろ
げ
て
い
た
。
か
れ
は
島
崎
藤
村
の
傾
倒
者

だ
っ
た
ら
し
く
、
毎
号
藤
村
の
写
真
か
筆
跡
か
が
巻
頭
を
飾
り
、

か
れ
自
身
藤
村
の
文
章
道
を
少
年
む
け
に
解
説
し
て
い
た
。

ぼ
く
の
作
文
や
自
由
詩
は
、
気
味
が
わ
る
い
ほ
ど
毎
年
入
選
や

佳
作
と
な
り
、
ほ
め
そ
や
す
評
が
つ
け
ら
れ
た
。
自
分
で
も
ど
う

も
そ
れ
ほ
ど
の
作
品
で
な
い
と
思
わ
れ
る
の
も
入
選
と
な
り
、
ほ

か
の
人
の
作
品
と
く
ら
べ
て
す
こ
し
テ
レ
た
。
学
年
に
応
じ
て
選

定
の
基
準
を
変
え
て
い
た
結
果
ら
し
い
。

ぼ
く
は
こ
の
『
少
年
文
壇
』
に
よ
っ
て
、
次
第
に
絵
や
手
あ
た

り
次
第
の
投
稿
か
ら
作
文
と
自
由
詩
と
に
移
り
、
島
崎
藤
村
が
一

番
え
ら
い
文
学
者
だ
と
信
じ
こ
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、

。

５
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級
友
た
ち
が
ほ
め
そ
や
す
た
び
、
「
な
ん
や
、
あ
ん
な

絵
！
」
と
毒
づ
い
た
。

ぼ
く
が
大
好
き
だ
っ
た
の
は
、
谷
洗
馬
で
あ
っ
た
。

絵
、
口
絵
は
い
つ
も
馬
が
登
場
し
て
い
た
が
、
そ
の
馬

い
ペ
ン
描
き
で
い
な
な
い
た
り
、
疾
走
し
た
り
、
躍
り

り
し
て
い
た
。
乱
暴
な
ほ
ど
の
筆
致
で
あ
っ
た
が
、
馬

生
動
し
て
い
た
。
そ
れ
で
ぼ
く
は
洗
馬
を
偏
愛
し
た
。

て
、
伊
藤
彦
造
と
い
う
画
家
が
あ
ら
わ
れ
た
。
細
い
ぺ

精
密
き
わ
ま
る
さ
し
絵
で
あ
っ
た
。
洗
馬
の
荒
々
し
さ

彦
造
の
精
綴
も
好
き
で
、
こ
と
に
ト
オ
ル
さ
ん
は
ヒ
イ

手
本
に
し
た
。

読
み
も
の
で
は
吉
川
英
治
の
『
神
州
天
馬
侠
』
や
大

『
角
兵
衛
獅
子
』
が
呼
び
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ぼ
く
は

藤
紅
緑
の
『
あ
あ
玉
杯
に
花
う
け
て
』
と
い
う
の
を
熱

苦
学
少
年
を
集
め
る
下
町
の
私
塾
黙
々
塾
を
舞
台
に
し
て
、
不
幸

『
少
年
文
壇
』
は
本
屋
で
は
売
っ
て
お
ら
ず
、
通
信
購
読
と
い
う

方
法
で
あ
っ
た
が
、
一
年
ほ
ど
で
い
く
ら
待
っ
て
も
こ
な
く
な
っ

た
。ひ

ど
く
落
胆
し
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
『
少
年
倶
楽
部
』
を
読
み
、
投
稿
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
い
っ
こ
う
に
掲
載
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
読
者
レ
ベ

ル
が
高
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
絵
で
は
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
。
山
口
将
吉
郎
の
武
者
絵

を
う
つ
し
て
着
色
す
る
懸
賞
募
集
が
あ
り
、
松
井
さ
ん
の
指
導
で

ト
オ
ル
さ
ん
と
競
争
し
て
か
い
た
。
ド
ー
サ
紙
を
買
っ
て
き
て
、

そ
れ
を
原
画
に
の
せ
て
引
き
写
し
、
そ
れ
に
水
彩
絵
具
を
塗
っ
て

送
っ
た
。
な
ん
で
も
、
若
武
者
の
一
騎
打
ち
の
絵
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
す
る
と
、
思
い
が
け
ず
ぼ
く
だ
け
に
メ
ダ
ル
と
賞
状
と
が
送

ぼ
く
は
亭
川
と
い
う
雅
号
を
用
い
て
い
た
。
物
心
も
つ
か
な
い
う

ち
に
じ
い
さ
ん
が
勝
手
に
ぼ
く
に
つ
け
て
く
れ
た
号
で
あ
る
。
祖

父
の
敬
亭
、
父
の
菰
川
と
を
一
字
ず
つ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

な
っ
た
。

そ
の
日
か
ら
、
四
十
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
た
。

可

■

/、

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
だ
け
は
、
あ
の
ト
オ
ル
さ
ん

に
も
勝
っ
た
と
得
意
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
挿
絵
画
家
に
は
将
吉
郎
の
ほ
か
に
、
林
唯
一
、
斉

藤
五
百
枝
、
樺
島
勝
一
な
ど
い
う
人
が
常
連
で
あ
っ
た
が
、
少
年

に
一
番
人
気
の
あ
っ
た
の
は
高
畠
華
宵
で
あ
る
。
現
代
も
の
の
挿

画
ば
か
り
を
担
当
し
て
い
た
が
、
い
つ
も
目
の
大
き
く
う
る
ん
だ

少
年
少
女
を
え
が
い
て
な
か
な
か
甘
美
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
ぼ
く
と
ト
オ
ル
さ
ん
と
は
華
青
が
大
き
ら
い
だ
っ
た
。

終
わ
る
が
、
ぼ
く
は
毎
月
、

な
少
年
た
ち
の
志
し
を
奮
い
立
た
せ
る
黙
々
先
生
、
そ
こ
に
学
ぶ

ト
ウ
フ
屋
の
チ
ビ
小
僧
が
逆
境
に
屈
せ
ず
奮
闘
し
、
そ
れ
を
正
義

感
の
強
い
旧
制
一
高
の
学
生
が
助
け
、
い
つ
ぽ
う
金
持
ち
階
級
の

中
学
生
や
そ
の
父
の
悪
徳
政
治
家
が
か
ら
み
、
対
比
さ
れ
る
。
物

語
り
は
チ
ビ
が
一
高
の
入
学
試
験
に
み
ご
と
合
格
し
た
と
こ
ろ
で

ニ
ヤ
ケ
た

ぼ
く
も

チ
ビ
の
苦
闘
に
興
奮
し
た
。

せ
る
と
と
も
に
、
既
成
権
力
へ
の
憎
悪
を
ひ
そ
か
に
持
つ
よ
う
に

か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
分
を
チ
ビ
に
同
一
化
さ
せ
て
血
を
わ
か

ト
オ
ル
さ
ん
も
自
分
の
不
遇
か
ら
貧
し
い
チ
ビ
ヘ
の
共
感
が
大
き

■

’
1１６

仏
次
郎
の

む
し
ろ
佐

読
し
た
。

キとンＩまあはそ
にとがついが荒の
しもきづつつ々さ
、Ｉこのいもたしし
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1１７

☆関西の情報総合雑誌☆

オール関西
９月号１９０円

』

書
店
発
売
中

☆特集／尼崎ブルースカイ計画
・座談会青空への挑戦
・アンケート七千通の記名式アンケート
・レポート公害と尼崎の未来

★特集／井植歳男追悼
三洋電機会長井植歳男氏の逝去を悼む
好胤対話／砂野仁一好胤
書下し小説｡ 群れる／杜山悠
★好評連載企画
名作の中の関西・大谷晃一/ 画家との一時間/ 青木重雄
・ポンソワール・マダム／グループ登場
・山口ヒロシの世界体当り旅行
・向井修二の仲間診断
関西の話題／遅れてきた多才の人・浅野翼氏
装道着物コンサルタント／繊維センター他

コラム／経済・科学・音楽・美術・マスコミの採点簿
グラビア／俳句のふるさと・日本の花

関西のすべてをガイドする
タウンカレンダー

昭
和
四
十
二
年
八
月
、
『
な
つ
か
し
の
少
年
倶
楽
部
展
』
が

大
阪
高
島
屋
百
貨
店
で
催
さ
れ
、
見
に
ゆ
く
と
、
洗
馬
の
さ
し
絵

や
紅
緑
の
『
あ
あ
玉
杯
：
．
…
』
の
原
稿
も
な
ら
ん
で
い
た
。
そ
し

て
、
当
時
の
編
集
長
加
藤
謙
一
に
お
目
に
か
か
っ
た
。

佐
藤
紅
緑
が
子
規
門
下
の
俳
人
で
新
聞
記
者
、
小
説
家
、
劇
作

家
で
あ
り
、
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
、
愛
子
の
父
で
あ
る
の
を
知
っ
た

の
は
後
年
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
紅
緑
は
五
十
四
歳
で
甲
子
園
に

住
ん
で
い
た
と
い
う
。

加
藤
編
集
長
が
紅
緑
を
た
ず
ね
、
少
年
小
説
の
執
筆
を
依
頼
す

る
と
「
お
れ
に
こ
ど
も
の
読
み
も
の
を
書
か
せ
る
の
か
」
と
怒
っ

た
。
加
藤
編
集
長
が
「
少
年
を
ナ
メ
て
は
い
け
な
い
。
ト
ル
ス
ト

イ
は
七
十
五
歳
で
童
話
を
書
き
は
じ
め
て
い
る
」
と
い
い
か
え
す

と
口
論
に
な
り
、
「
考
え
て
お
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
別
れ
た
。

す
る
と
、
し
ば
ら
く
し
て
紅
緑
か
ら
突
然
に
長
距
離
電
話
が
か
か

っ
て
き
て
「
題
は
で
き
た
。
ど
う
だ
？
」
と
い
う
。
そ
れ
が
『
あ

あ
玉
杯
：
．
…
』
で
、
編
集
長
が
「
結
構
で
す
」
と
答
え
る
と
、
電

話
は
切
れ
た
。
何
回
書
く
と
も
そ
の
ほ
か
の
こ
と
は
一
切
い
わ
な

か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

「
紅
緑
さ
ん
は
そ
の
人
生
体
験
を
こ
の
一
作
に
と
め
て
全
力
で
書

い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
少
年
に
つ
う
じ
た
ん
で
す
ね
。
」

■

灘蕊嘉

表
紙
／
石
阪
春
生

瀞

す
っ
か
り
老
い
た
か
っ
て
の
編
集
長
は
述
懐
し
た
が
、
谷
洗
馬

に
つ
い
て
は
こ
う
い
っ
た
。

「
自
分
で
二
頭
の
馬
を
持
っ
て
い
て
、
学
習
院
の
馬
場
で
乗
り
ま

わ
し
、
町
を
歩
く
と
き
も
い
つ
も
拍
車
の
つ
い
た
長
ぐ
つ
を
は
き

ム
チ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
か
ら
灰
皿
ま
で
み
ん

な
馬
蹄
形
に
こ
し
ら
え
、
三
人
の
子
に
も
全
部
馬
の
字
を
つ
け
ま

し
た
」谷

洗
馬
は
そ
ん
な
馬
キ
チ
ガ
イ
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
さ
し

絵
に
あ
ら
わ
れ
て
、
少
年
の
ぼ
く
を
引
き
つ
け
た
の
に
ち
が
い
な

い
。ぼ

く
は
こ
の
加
藤
元
編
集
長
と
の
会
見
の
こ
と
を
神
戸
新
聞
に

書
い
た
が
、
す
る
と
す
ぐ
丁
重
な
手
紙
が
き
て
、
な
か
に
「
実
に

要
領
よ
く
揮
然
と
ま
と
め
て
下
さ
い
ま
し
た
の
に
、
深
謝
と
共
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー

を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
親
切
に
ソ
ッ
な
く
ま

と
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
珍
し
い
の
で
い
よ
い
よ
あ
り
が
た
い

こ
と
に
存
じ
て
居
り
ま
す
…
…
」
と
あ
っ
た
。

ぼ
く
は
大
い
に
気
を
よ
く
し
た
が
、
考
え
て
み
る
と
い
つ
し
か

紅
緑
が
『
あ
あ
玉
杯
…
…
』
を
書
い
た
年
齢
を
す
で
に
越
え
て
い

る
の
に
気
づ
き
、
暗
然
と
な
っ
た
。
八
つ
づ
く
Ｖ
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■

年

罵轟あ

殿殿

蕊
鴬

；義 ；
5漁弱§霊識

蕊鴬 1111短霞』

静

切望卒

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ⑭７２９０

Ｍｒ・Ｋｅｎｔ
ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな

スコッチ風の店舗
それがFunaklyaです

オシャレ洋品の店

烈圃閉園
元町３ＴＥＬ< 3 3 > 3 ６１７

職

灘；

識
溌蕊

あらゆる体型に
フィットする
お註えシャツ

ＭＥＮ･ ＳＳＨＯＰ

ｾヵﾕ、

蕊 羅
聯識

騨

§ ＃

窓識窓識 蕊蕊
繍繍識
蕊蕊蕊蕊蕊謹蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊鍵識蕊識蕊議鍵蕊蕊灘蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊識識蕊識

高級紳士服専門店

神戸テーラー
さんちかメンズタウンT E L ⑳0 3 8 8
生田区北長狭通２( 阪急西口）T E L ⑬2 8 1 7 . 3 1 7 3

1１８
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ＴＥＬ．（3 3 ）２４１５．２４１６

芝撫窯勇篭霞窺

Ｗ創作ハンドバッグ
工芸品O R I G I N A L

神戸■元町 ＝

ＡＣＣＥＳＳＯＲＩＥＳ

イクシマヤ
ム

サノヘ舶来雑貨

元町店元町２丁目ＴＥＬ3 3 - 4 7 0 7 ～８
そごう店特選サロンサノヘコーナー

1１９

い元
町
方
面
で
の
お
買
物
は
…
…

元
町
店
元
町
．
通
３
丁
目
山
側
⑬
０
０
９
０

バ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前
、
０
７
６
８

美
し

贈
り
物
に

お
よ
る〆、

ヴ

ぴ
の
日
の

｝
）

Ｉ』
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幸

凸

■

■ インテリヤデコレーシ ヨン
合鍵と錠前

ｌｌｌｌｌｌｌＩｌｌ

圃副F１

カギ屋金物店
ＫＯＢＥ三宮・トア・ロード、0 1 9 3 . 6 5 0 7
ＯＳＡＫＡ心斎橋そごう地下一階

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

末積梨額 三宮・大丸北
トア・ロード
⑳1 3 0 9 . 6 2 3 4

美しさを保つ
スポーツに
美容に

科学が生んだ
コンタクトレンズ

日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁自九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）8 1 6 1 . （2 3 ）２５７０

| 富アリ
一回全滅十年間責任保証
兵庫県環境衛生事業協会理事
日本白アリ対策協会認定防除施エ士
神戸商工会議所会員

アイワガ肖毒株式会社
神戸市生田区中山手通３～５２

トアロード筋
ＴＥＬ（3 9 ) ８６３６（3 3 ) ０８５４

1２０
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神戸本社
神戸直売店
大阪堺筋店
大阪心斎橋店
東京銀座店
東京新宿店

東京有楽ビル店
東京国際ピル店

神戸市生田区＝宮町1 丁目1 7 O
神戸市生田区三宮町１丁目
大阪市東区淡路町２丁目
大阪市南区安堂寺橋通４丁目
東京都中央区銀座８丁目
東京都新宿区角筈１丁目
新宿ステーションビル地下２階
東京都有楽町有楽ビル
東京都丸ノ内国際ビル

罫罰。Ｌ一汁・冒鮮勧夢云一

蝉ｔ

鱗
尾〃q

雷
鍵蕊

蕊 鍵
弾

ご贈答に風味豊かなカステーラ

③別ﾛ $

灘驚

三園双: 監獄l ■廟彦蕊蕊蕊溌蕊蕊鴬
■

| 繍織繍鍵境
踊
識

神 戸三宮センター街
ＴＥＬ⑳０２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

1２１

熱:蕊蕊§蕊 電話3 3 - 5 3 0 4
電話3 3 - 1 2 1 7
電話2 3 1 - 6 9 7 9
電話2 5 1 - 4 1 8 2
電話5 7 1 - 2 3 0 3

電話3 5 2 - 2 4 3 6
電話2 1 3 - 2 8 2 1
電話2 1 2 - 3 7 4 6

創蕊鯛瀧や蒋

羅物の山下
古ぃ老舗に新仰迄砿

Ｚ

長 崎堂本店
本店＝大橋町５大五ピル（6 1 ）０５５３－４
新開地店＝松竹座前（ 5 6 ）２４２３
元町店＝元町６（ 3 4 ）４ユ３０
きんちかスイーツタウン（ 3 9 ）３６２５

い なみ大上鞄店
神戸元町１丁目ＴＥＬ（3 3 ）3 9 6 2 ～４
さんちかメンズタウン・ボートタワー
大阪千日デパート１階

故

；毎外旅行用
大型トランク
航空鞄

高級
ハンドバッグ

■

……蕊鷺議……一

Ji:ii”
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通の井遮井紳家異講( 昌溌
通話ａｓ－ｅＳａ三

ＴＥＡＲＯＯＭ

営業時間
Ａ､Ｍ、１１．３０～Ｐ. Ｍ、９．

懲謁

☆神戸・元町本通元一ピル２階ＴＥＬ（3 2 ）０９５８

イお

』茎す
らし

喫茶愛 1２２

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
５
７
７
２

５
６
７
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
５
２
３
３

禁
漁

●
●
●
●

神戸っ子のみんなに愛される落ちついた喫茶店

蛾

Ａ

むや
さっ
しば
ｆり
んフ
かま
つい

■

句

感
薮
》

で
ん
わ
・
調
’
三
七
七
一

”
’
○
六
三
四

邪
’
○
六
三
五
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蕊
灘蕊驚
患蕊唾
『鍵議

1２３

』

. ■

農鞭叫…鐘堂些
ソネピルＴＥＬ２２－３６３７補維とr柑岸倖H~岸~Ｈ

＆

クラムール
生田筋b 岸ビル地階ＴＥＬ3 3 - 4 6 3 7

鰯

噸如弐
、

心

霊
購
鋒
鮮
驚
蕊
蕊
癖
鶴
篭

蔦

~ ‐目
,眉｡＞･S

F 錘 鱗一・－９４.ナエ,'.

ス タンド 手理 東門筋東神ビル地階
ＴＥＬ３３－４７３０
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